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寄付月間とは、12月の 1月間、「欲しい未来へ、寄付を贈ろう。」を合言葉に、実施される全国的な

寄付の啓発キャンペーンです。誰もが参加でき、誰もが企画を生み出せます。 

2015 年から民間の発意でスタートし、2016年には政府も閣議決定で後押し。4年目の寄付月間

2018では、全国の都道府県から過去最大の 563の賛同パートナー法人が参画するほか、全国各地で

過去最大の 151の公式認定企画が開催されます。 

 

寄付月間 2018の特徴 

 今回の寄付月間は、過去最大規模であることに加えて、企画の幅広さと深まりが出ているのが特

徴です。ゆるキャラによるアンバサダー（全 19件）などの自治体・企業とのコラボ企画も展開し

ています。また地方開催企画も過去最大の 60企画になっています。その中でも主な特徴は次のよ

うなものです 

① 学生企画や子どもが参加できる、子どもを支援対象としている企画が増加 

② ゲームやチャリティパーティなど、楽しく参加できる企画も増加 

③ 自然災害をきっかけに生まれた被災地支援・被災地主催企画が増加 

④ 新しいアイデアを募集するタイプの企画が多様化して充実 

⑤ 多くの人に寄付の価値を届ける「発信系」企画が増加 

    ⑥ 初の海外開催企画も誕生 

 

 

 

 

寄付月間 Giving December2018 （12/1-12/31） 

各都道府県から NPO、行政、企業など 563 団体が参加し、 

アメリカ、カナダなど国外で初めてイベントが実施される。 
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（企画についての補足） 

① 学生主催の企画／子ども・学生を対象にした企画 

 

 小学生が運営にかかわる企画から、中高生、大学生までかかわる企画などがあり、初開催の大学

サッカーでの寄付企画などがあるほか、子どもを対象としたり、寄付について考えたり体験する企

画など子どもたちが参加しやすい企画も多様化。子ども支援の寄付キャンペーンなども増加してい

るのが特徴的。 

 

【学生主催】 

・122. 東京学芸大学附属国際中等教育学校ボランティア部／KCF2018 

・127. 東京学芸大学附属国際中等教育学校ボランティア部／寄付のワークショップ「ファースト

キフ」 

・134. ふじぽんキッズ／ふじぽんキッズ「寄付のイラストコンテスト」 

 

【大学サッカー企画】 

・51. （一財）全日本大学サッカー連盟／来場者数寄付企画 

・52. （一財）全日本大学サッカー連盟／ONE GOAL ONE COIN 

 

【子ども・学生を対象にした企画】 

・12. 愛知県／寄附のゼミナール inあいち 2018 

・13. 東京工業大学／卒業した留学生とつながろうキャンペーン 

・20. ふくしまこども食堂ネットワーク／食べることで子どもを応援！ふくしまこども食堂チャリ

ティランチ 

・27. （一社）生き方のデザイン研究所／寄付の教室＠糸島市立加布里小学校 

・30. コモンズ投信（株）／こどもトラストセミナー「寄付の教室」2018 

・39. （公財）ボーイスカウト日本連盟／第 22回全国スカウトフォーラム 

・43. （特非）Synapse40／2018年誰もやらない「子ども駄菓子やプロジェクト」 

・58. 楽天（株）／楽天ポイントで子どもの未来を応援 

・60. 神奈川県／寄付の教室 in 神奈川 

・65. （公財）日本財団／日本財団子どもサポートプロジェクト 

・78. NGO Diversity café／「D&I study group」及び「褒めカフェ」 

・82. （公財）佐賀未来創造基金／佐賀「子どもの未来応援」地域円卓会議 

・92. （公財）あすのば／子どもの貧困対策全国 47都道府県キャラバン in 佐賀 

・96. よこはま体験カフェ実行委員会／よこはま体験カフェ 

・99. （特非）日本ファンドレイジング協会／寄付の教室＠神戸市 
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・100.（特非）日本ファンドレイジング協会／ソーシャルリーダーシップオータムキャンプ 

・105.（公財）みんなでつくる財団おかやま／「お年玉もらったら何につかう？お金と寄付につい

て考えてみよう！」 

・120. 東京学芸大学附属国際中等教育学校藤木ゼミ／Our Life & Social Contribution 

・131. （特非）やまぐち県民ネット 21／年間を通じて、絵本を贈ろう 

・139. 子どもの心と身体の成長支援ネットワーク／岡山県総社市「おもちゃあそびのひろば」 

・140. 子どもの心と身体の成長支援ネットワーク／イオンモール広島祇園「おやこあそびのひろ

ば」 

・143. （特非）新潟 NPO協会／団体を成長させるための助成金活用＆組織評価入門セミナー 

・144. キフカッション in 島根実行委員会／寄付を語ろう。キフカッション in 島根 

 

②ゲームやバーなどの気軽な企画 

 

 第一回の寄付月間大賞をとった「カンパイチャリティ」をきっかけに、生まれた「楽しみながら

寄付する」企画。落語、ツアー、チャリティゲームやパーティなど、楽しく寄付に参加できる企画

が多様化・増加したのも今回の寄付月間の特徴。またバースデードネーションのように、寄付月間

に向けて 1年かけてリレー寄付を続けてきたというような、継続的な取り組みも誕生。 

 

・22.ファンドレイジング・スクール 3期生有志／チャリティ KIFU落語 

・23.ピッカジャパン／編みものと寄付で世界がつながる～ふわふわニットカフェ～ 

・26.（一社）バックナインソーシャルプロジェクト／第 6回 BACK9チャリティーゴルフコンペ 

・32.NPO／NGO関係の人飲み会／チャリティゲーム大会 

・36. BLPネットワーク、NPOのための弁護士ネットワーク／KIFU BAR×Probono &Giving Night 

2019 

・72. （公財）かわさき市民しきん／あとおし 2018ドネーションパーティー 

・84. ポッカサッポロフード&ビバレッジ（株）／（特非）日本ファンドレイジング協会／寄付型

自販機ツアー 

・85.（公財）パブリックリソース財団／「乾杯・ごちそう・ありがとう チャリティ in 神楽坂」

～私の楽しさが誰かの笑顔を支える～ 

・88.（公財）とっとり県民活動活性化センター／とっとりカンパイチャリティ 

・89.シズオカオーケストラ／グリーンドリンクス静岡 

・97.（株）ジャックアンドビーンズ／KIFU BAR 

・112. コモンズ投信／コモンズくつろぎ BAR 

・114.バースデードネーション／バースデー・ドネーションのたすきリレー1 周年記念パーティー 

・128.READYFOR（株）／U30 が企てる、「次世代 ソーシャルインパクト」を語ろう。 KIFU BAR 

special in 渋谷 
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・136.（特非）日本ファンドレイジング協会／jfra感謝の集い 

 

 

◆被災地発・被災地支援の企画 

 

自然災害が続く日本で、被災地支援の広がりがきっかけとなって寄付への関心が高まるという傾向

がある。その流れを受けて、被災地関連企画が多数出てきている。 

 

【被災した地域で開催される企画】 

・23. あさひかわ遺贈寄付フォーラム実行委員会／あさひかわ遺贈寄付フォーラム実行委員会 

・40.（一財）ふくしま百年基金／ふくしま百年シンポジウム 2018 

・43.（特非）Synapse40／2018年誰もやらない「子ども駄菓子やプロジェクト」 

・44.くまもと・わくわく基金／くまもと・わくわく基金交流会「縁-up！くまもと 2018」 

・53.（特非）岡山 NPOセンター／平成 30年 7月西日本豪雨災害における資金・資源支援のこれま

でとこれからについて 

・77. （一財）くまもと未来創造基金／おもやいアワード「みんなでつくろう未来-欲しい未来を

熊本へ」 

・80. クリスマスマーケット熊本実行委員会／クリスマスマーケット熊本 2018 

・106. （公財）みんなでつくる財団おかやま／ソーシャルライター講座「平成 30年 7月豪雨災害

の寄付の物語」 

・124. （公社）みらいサポート石巻／3.11メモリアルネットワーク基金～命をつなぐ未来を拓く

～ 

・130. （一社）ARCTICA／寄付ヲスルコト×SDGs～カードワークショップで寄付と世界のつながり

を知る～ 

・131.（特非）やまぐち県民ネット 21／年間を通じて、絵本を贈ろう 

・133. 日本ファンドレイジング協会東北チャプター／12月は寄付月間～一年の終わりに気持ちを

伝えてみませんか～ 

・139. 子どもの心と身体の成長支援ネットワーク／岡山県総社市「おもちゃあそびのひろば」 

・140. 子どもの心と身体の成長支援ネットワーク／イオンモール広島祇園「おやこあそびのひろ

ば」 

 

【被災地支援】 

・2. 東日本大震災復興支援ラン実行委員会／第 12回＜東日本大震災復興支援ラン＞品川・大井ス

ポーツの森大会 

・8. ヤフー株式会社／寄付月間「To SMILE, Be HAPPY 2018」 
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・81. リージャスグループ（日本リージャス）／Regusチャリティ 2018-2019 オフィス、いえにあ

る使わない物を寄付しよう！ 

 

 

 

◆新しいアイディアなどを生み出す企画 

 

 寄付月間をきっかけに、新しい発想やアイデアが生まれる機会を創出しようとする取り組み。一

昨年寄付月間大賞を受賞した寄付川柳はじめ、募金箱コンテストやゆいごん川柳など様々な企画が

生まれている。 

 

・41.（公財）ボーイスカウト日本連盟／全国募金箱コンテスト 

・45.（公社）日本フィランソロピー協会／第 3回 寄付川柳 

・67.（公財）日本財団／第 3回ゆいごん大賞「ゆいごん川柳」募集 

・105.（公財）みんなでつくる財団おかやま／「お年玉もらったら何につかう？お金と寄付につい

て考えてみよう！」 

・134.ふじぽんキッズ／ふじぽんキッズ「寄付のイラストコンテスト」 

 

◆寄付に関する作品や情報をまとめた書籍制作などの企画 

 より多くの人への発信を実現するため、書籍やオンライン発信などをしていく企画が誕生。「寄

付しよう、と思ったら読む本」（日本経済新聞社）、遺贈寄付啓発ビデオなど寄付月間に合わせたコ

ンテンツも発行。 

 

・5. （特非）CANPANセンター／ファンドレイジング・スーパースター列伝 

・10. ファンドレイジングスクール 3期生有志／寄付落語 

・21.（株）ファンドレックス／「社会を変える 30人」日めくりカレンダー 

・38.（特非）日本ファンドレイジング協会／遺贈寄付ハンドブック改訂版発行 

・68.（一社）全国レガシーギフト協会／遺贈寄付啓発ビデオ・小冊子制作 

・110.コモンズ投信（株）／寄付の本出版（日本経済新聞出版社） 

 

【海外開催企画】 

 

寄付月間初の海外開催企画が誕生。カナダ、アメリカでも寄付について語るイベントが開催。 

 

・9．Derek D Fraser and friends in Canada／ KIFUcussion in カナダ 

・54. ＃Donation for the Future／ What do donations mean to you? (アメリカ) 



 

6 

 

 

 

 

（参考：過去の企画） 

＊2015年には、ビルゲイツ氏をお招きしたシンポジウムの開催や、東海圏で約 2000店舗が参加し

た「カンパイチャリティ」など様々な寄付啓発企画が行われ、主要紙を含め、43のメディアで寄付

についての記事や特集をしていただきました。2年目となる寄付月間 2016では、この民間発のイニ

シアチブを政府も閣議決定で後押しすることとなり、さらに規模を拡大。賛同法人数及び公式認定

企画も約 3倍となり、各界のトップリーダーの寄付啓発プラットフォーム「Giving Initiative」

など、継続的な仕組みもスタートしました。3年目の寄付月間 2017では、初めて全国 47都道府県

から賛同パートナーが申請され、小学生からシニアまで幅広い層に企画を実施いただきました。 
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リードパートナー 全 17法人 

 

 

賛同パートナー 全 546法人 

公益財団法人 公益法人協会／公益財団法人 あいちコミュニティ財団／一般社団法人 全国コミュ

ニティ財団協会／公益財団法人 助成財団センター／認定特定非営利活動法人 フローレンス／公益

財団法人 京都地域創造基金／ソフトバンク 株式会社／公益財団法人 わかやま地元力応援基金／

特定非営利活動法人 NPOサポートセンター／特定非営利活動法人 国際協力 NGOセンター／国連開

発計画／公益財団法人 みんなでつくる財団おかやま／特定非営利活動法人 NPO 会計税務専門家ネ

ットワーク／特定非営利活動法人 シーズ・市民活動を支える制度をつくる会／特定非営利活動法

人 CANPANセンター／西武信用金庫／認定特定非営利活動法人 世界の医療団／認定特定非営利活動

法人 日本グッド・トイ委員会/東京おもちゃ美術館／公益財団法人 佐賀未来創造基金／特定非営

利活動法人 マドレボニータ／認定 NPO法人 アカツキ／特定非営利活動法人 ルーム・トゥ・リー

ド・ジャパン／特定非営利活動法人 しみん基金・KOBE／株式会社 Zendesk／日本赤十字社／認定

特定非営利活動法人 日本 IDDM ネットワーク／認定特定非営利活動法人 Teach For Japan／特定非

営利活動法人 アイセック・ジャパン／公益財団法人 日本国際交流センター／公益社団法人 日本

フィランソロピー協会／佐賀県／公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会／夢★らくざプロ

ジェクト／株式会社 シン・ファンドレイジングパートナーズ／特定非営利活動法人 タイガーマス

ク基金／公益財団法人 パブリックリソース財団／公益財団法人 ちばの WA地域づくり基金／公益

財団法人 日本サッカー協会／特定非営利活動法人 震災リゲイン／杉並区 NPO 支援基金普及委員

会／京都大学 iPS細胞研究所／公益財団法人 地域創造基金さなぶり／公益社団法人 チャンス・フ

ォー・チルドレン／公益財団法人 トヨタ財団／スマートニュース 株式会社／Orinoco Peatix 株

式会社／特定非営利活動法人 ACE／独立行政法人国立美術館 東京国立近代美術館／NPOのための

弁護士ネットワーク／神奈川県／認定特定非営利活動法人 長野県みらい基金／認定特定非営利活

動法人 ジャパンハート／公益財団法人 ふじのくに未来財団／ロート製薬 株式会社／特定非営利

活動法人 国際ビフレンダーズ 東京自殺防止センター／一般財団法人リプレット基金事業財団／大

阪大学 未来基金／社会福祉法人 ゆめさぽ 児童支援寄付サイト／特定非営利活動法人 Homedoor

／公益財団法人 日本自然保護協会／一般財団法人 かわさき市民しきん／（他 482法人） 
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マスコットアンバサダー 全 19件 
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（参考資料） 

寄付月間～Giving December～について 

             

１．寄付月間～Giving December～について 

●寄付月間とは ～ 12月を「寄付の月」にしよう 

寄付の受け手側が寄付者に感謝し、また寄付者への報告内容を改善するきっかけとなり、そして多

くの人が寄付の大切さと役割について考えることや、寄付に関心をよせ、行動をするきっかけとも

なる月間を制定する。 

2015 年に始まり、2016年には政府も閣議決定で後押し。2018年が 4回目の寄付月間となる。 

合言葉は「欲しい未来に、寄付を贈ろう」 

 

●行うこと ～誰もが参加でき、企画することができる、全国的ムーブメント 

 ・寄付月間の統一ロゴ作成と各方面との連携による全国的周知による啓蒙活動 

 ・寄付について考えるシンポジウム等の開催 

 ・各法人の寄付等関連企画を公認し、一括してホームページ等で告知 

 ・賛同する法人・個人を賛同パートナー（無料）、リードパートナーとして、参加の輪を広げる 

 ・メディア等との連携による啓蒙活動 等 

 

※社会課題の解決のための寄付の促進が本委員会の設立の背景にあるが、寄付の定義は、寄付者個々人によ

って違いがあり、多様性を許容する観点から、寄付の定義について委員会としては明確な排他性をもたな

い。 

※本委員会、寄付月間参加は、各主体の自発性に基づくものであり、何ら強制的な要素を含まない。また、

特定の団体や特定課題への寄付を強制するものではなく、委員会としての政策提言を目指すものではない。 

   

２．体制 ～企業、行政、NPO、大学、メディアなどのリーダーが全国から結集 

【寄付月間推進委員】 

●委員長 

小宮山 宏  株式会社三菱総合研究所 理事長、一般社団法人 Japan Treasure Summit 代表理事  

●委員 

高橋 陽子 （公益社団法人日本フィランソロピー協会 理事長） 

脇坂 誠也 （認定 NPO法人 NPO会計税務専門家ネットワーク 代表理事） 

岸本 幸子 （公益財団法人パブリックリソース財団 専務理事） 

高橋 順一 （日本赤十字社 事業局 パートナーシップ推進部 ファンドレイジング課長） 

松田 薫二 （公益財団法人日本サッカー協会 技術部副部長兼グラスルーツ推進グループ長） 

田中 晧  （公益財団法人助成財団センター 専務理事） 
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渋澤 健  （コモンズ投信株式会社 会長） 

前田 晃   （公益財団法人日本財団 専務理事） 

黒田 武志 （リネットジャパングループ株式会社 代表取締役社長） 

佐藤 大吾 （一般財団法人ジャパンギビング 代表理事） 

吉田 健治 （認定 NPO法人日本 NPOセンター 事務局長）   

田中 直樹 （株式会社電通 社会貢献部） 

吉田 房代 （一般社団法人 Japan Treasure Summit 事務局長） 

近藤 哲生 （国連開発計画 駐日事務所 代表） 

横田 能洋 （認定 NPO法人茨城 NPOセンター・コモンズ 代表理事） 

深尾 昌峰 （一般社団法人全国コミュニティ財団協会 会長） 

鈴木 祐司 （公益財団法人地域創造基金さなぶり 専務理事・事務局長） 

阿部 陽一郎（社会福祉法人中央共同募金会  事務局長） 

小阪 亘  （公益財団法人みらいファンド沖縄 代表理事） 

石田 篤史 （公益財団法人みんなでつくる財団おかやま 専務理事） 

信濃 正範 （文部科学省 大臣官房政策課長） 

妹尾 正仁 （ヤフー株式会社 社会貢献事業本部長） 

有井 安仁 （公益財団法人わかやま地元力応援基金 専務理事） 

山田 泰久 （特定非営利活動法人 CANPANセンター 代表理事） 

下垣 圭介 （gooddo株式会社 代表取締役） 

髙橋 一朗 （西武信用金庫 常務理事・法人推進部長） 

樽本 哲  （NPOのための弁護士ネットワーク 創設者・理事） 

金田 晃一 （CSR有識者） 

佐藤 創一 （新経済連盟事務局） 

奥田 建蔵 （ソーシャルプランニングユニット POZI 代表） 

鈴木 美穂 （日本テレビ放送網株式会社 報道局社会部 記者（兼）キャスター） 

鵜尾 雅隆 （認定特定非営利活動法人日本ファンドレイジング協会 代表理事） 

藤井 輝夫 （東京大学 社会連携本部長） 

鶴見 和雄 （公益財団法人公益法人協会 事務局長） 

横井 理夫 （内閣府 政策統括官 （科学技術・イノベーション担当）付 参事官 

（イノベーション創出担当）） 

船橋 力  （トビタテ！留学 JAPANプロジェクトディレクター） 

奥島 孝康 （公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 理事長） 

磯山 友幸 （経済ジャーナリスト） 

 

（順不同） 
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【寄付月間推進委員会 共同事務局】～組織を超えてボランタリーに集まる共同事務局 

●共同事務局長 

鵜尾 雅隆 認定特定非営利活動法人 日本ファンドレイジング協会 

●共同事務局  

山田 泰久 特定非営利活動法人 CANPANセンター 

下垣 圭介 gooddo株式会社  

馬越 裕子 コモンズ投信株式会社   

間辺 初夏 フリーランス 

青木 高  公益財団法人 日本フィランソロピー協会  

小淵 康博      西武信用金庫 

山田 幸代    一般財団法人ジャパンギビング 

イノウエ ヨシオ 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

山田 健一郎   一般社団法人全国コミュニティ財団協会 

福田 哲郎    公益財団法人日本サッカー協会 

木勢 翔太    トビタテ！留学 JAPAN事務局 

両角 明子   公益財団法人パブリックリソース財団 

三島 理恵      認定特定非営利活動法人 日本ファンドレイジング協会  

細貝 朋央    認定特定非営利活動法人 日本ファンドレイジング協会 

 

●共同事務局学生チーム         

横山  彩乃   立教大学 

桐葉 恵    早稲田大学 

（順不同） 

 

●監査 

高橋 正       東京地方税理士会 公益活動対策部 部長/税理士 

 

●会計委員（作業部会（共同事務局）） 

脇坂 誠也 認定特定非営利活動法人 NPO会計税務専門家ネットワーク 代表理事 

山田 泰久 特定非営利活動法人 CANPANセンター 代表理事 

 （2018年 11月 1日現在） 

 

 

 

 


